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主論文の要旨 

 

Relationship  between  seru m f ibroblast  grow th  factor -23  level  and  mor ta l i ty  

in  chronic  hemodia lysis  patients .  

 (長期血液 透析患 者の血清 線維芽 細 胞増殖因子 － 23 と死亡 率の関 係 ) 
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【要旨】  

線維芽細胞 増殖因 子 -23（ FGF-23）は 、慢性腎 臓病に 伴う骨・ミネラ ル代 謝異

常（ CKD-MBD）おけるリ ン代謝 の調節 因子である 。本 研究の目 的は、維持 血液透

析 (MHD)患 者におけ る血清 FGF-23 濃 度と死亡率 の関連 を評価す ること で ある 。

外来 MHD 患者 92 名を対象 とし 、血 清 Alb、Ca、P、iPTH、FGF-23、CRP を 測定し、

性別、心血管 疾患（ CVD）の有無 を含め 死亡率との 関連 性 を検討し た。血清 FGF-23

値は、 Ca、 P、 Ca×P 積、 iPTH 値と 有意に関連 してい た。しか し、 FGF-23 値が

死亡の予測 因子と なったの は 、血清 P 値 6.5mg/dl 以上の群 のみで あった 。さら

に、女性群 でのみ FGF-23 値の 2 分 位 での高値群 が低値 群と比較 して CVD イベン

トが有意に 多かっ た。CVD の既往の 有無および FGF-23 値の 2 分位を組 み合わせ

た 4 群で比較し た Kaplan-Meier 分 析では、 CVD 既往の ある FGF-23 高値 群で最

も死亡率が 高かっ た。よ って、MHD 患者におけ る血清 FGF-23 値と死亡 率の関係

において、 性別や CVD の既 往が修 飾 因子となる 可能性 が示唆さ れた。  


